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令和6年第3回定例会の概要
《会期：令和6年9月3日～9月30日（28日間）》

◎審議した議案等とその結果
 ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　棄：棄権

議員名

件名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 20 21 22
審
議
結
果

賛
　
成

反
　
対

坂
元

　
大
介

四
海

　
公
貴

村
上
真
由
子

河
野

　
真
理

吉
良

　
邦
夫

田
中

　
美
君

嘉
古
田
茂
己

原
田

　
祐
作

永
木

　
　
誠

山
森

　
悦
嗣

三
角

　
隆
史

坂
下

　
　
勳

高
橋

　
佳
大

溝
見

　
友
一

園
田

　
幸
雄

福
田

　
良
二

河
野

　
正
明

豊
田
紀
代
美

中
山

　
弘
幸

石
川

　
洋
一

議案第51号
令和6年度宇城市一般会計補正予算（第
2号）

〇 〇 ● 〇 〇 棄 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 欠

議
長
の
た
め
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

● 〇
原案
可決

14 3

議案第52号
令和6年度宇城市国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第53号
令和6年度宇城市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第54号
令和6年度宇城市介護保険特別会計補正
予算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第55号
令和6年度宇城市奨学金特別会計補正予
算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第56号
令和6年度宇城市水道事業会計補正予算
（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第57号
令和6年度宇城市下水道事業会計補正予
算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第58号
宇城市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第59号
宇城市農業集落排水処理施設の管理に関
する条例及び宇城市下水道条例の一部を
改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第60号
宇城市農業集落排水事業分担金徴収条例
等の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

19 0

議案第61号
財産の取得について（小型動力消防ポン
プ購入）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 可決 19 0

議案第62号
財産の取得について（消防積載車購入）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 可決 19 0

議案第63号
財産の取得について（中学校ディスプレ
イ型電子黒板購入）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 可決 19 0
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議員名

件名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 20 21 22

審議
結果

賛
　
成

反
　
対

坂
元

　
大
介

四
海

　
公
貴

村
上
真
由
子

河
野

　
真
理

吉
良

　
邦
夫

田
中

　
美
君

嘉
古
田
茂
己

原
田

　
祐
作

永
木

　
　
誠

山
森

　
悦
嗣

三
角

　
隆
史

坂
下

　
　
勳

高
橋

　
佳
大

溝
見

　
友
一

園
田

　
幸
雄

福
田

　
良
二

河
野

　
正
明

豊
田
紀
代
美

中
山

　
弘
幸

石
川

　
洋
一

議案第64号
権利の放棄について（略式代執行費用の
債権）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇

議
長
の
た
め
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

〇 〇 可決 19 0

議案第65号
熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一
部変更について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 可決 19 0

発議第2号
議案第51号令和6年度宇城市一般会計
補正予算（第2号）に対する附帯決議に
ついて

〇 〇 棄 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 欠 ● 〇
原案
可決

15 2

認定第1号
令和5年度宇城市一般会計歳入歳出決算
の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第2号
令和5年度宇城市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第3号
令和5年度宇城市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第4号
令和5年度宇城市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第5号
令和5年度宇城市奨学金特別会計歳入歳
出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第6号
令和5年度宇城市水道事業会計決算の認
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

認定第7号
令和5年度宇城市下水道事業会計決算の
認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 0

番　号 件　　　　　　　名 審議結果

報告第11号
～第16号

専決処分の報告について

報　告

報告第17号 令和5年度宇城市一般会計継続費精算報告について

報告第18号 令和5年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況の報告について

報告第19号
令和5年度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金不足比率の報告につ
いて

請願第２号 子ども医療費無料化に関する請願

継続審査

陳情第１号 子ども医療費無料化に関する陳情書

◎その他の議案
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

　
坂
元

　
大
介

●
一
般
会
計
補
正
予
算

○
職
員
の
給
料
（
一
般
職
給
料
）

　
「
約
3
1
0
0
万
円
の
大
き
な
減

額
だ
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外

の
職
員
の
減
少
と
関
係
す
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
当
初
予
算
編

成
時
は
、
人
事
異
動
や
採
用
、
退
職

を
加
味
し
な
い
状
態
で
の
編
成
で

あ
っ
た
が
、
今
回
、
そ
れ
ら
を
加
味

し
た
と
こ
ろ
で
執
行
額
の
見
込
み
が

立
っ
た
た
め
調
整
し
た
。
会
計
年
度

任
用
職
員
以
外
の
職
員
は
14
人
減
少

し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、「
職
員
が
14
人
減
と
い
う
こ
と

だ
が
、
職
員
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

ミ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働
か
せ
る

た
め
に
は
職
員
が
多
い
方
が
い
い
の

で
は
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
、「
事
務
処
理
の
誤
り
等
が

発
生
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
人
的
な
部
分
も
少
な
か

ら
ず
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
職
員
の

意
識
、
認
識
が
足
り
な
い
部
分
が
あ

る
の
も
事
実
。
当
初
予
定
よ
り
も
職

員
数
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
は
あ

る
が
、
以
前
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
で
き
る
部
分
も
随
時
検
討
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
も
合
わ
せ
て
適
切
な

職
員
数
の
確
保
に
努
め
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

○
ヴ
ィ
デ
ィ
ゲ
イ
ラ
市
（
ポ
ル
ト
ガ

ル
）
と
の
友
好
都
市
提
携
の
締
結

（
旅
費
、
現
地
通
訳
ガ
イ
ド
業
務

委
託
料
）

　
「
友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
メ
リ
ッ

ト
は
。
ま
た
、
事
業
は
現
在
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
熊
本
県
か
ら
の
打
診
で
進

め
て
い
る
。
紳
士
協
定
的
な
意
味
合

い
の
も
の
と
考
え
て
お
り
、
友
好
都

市
と
な
る
こ
と
で
国
際
交
流
活
動
等

が
活
発
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現

在
、
ヴ
ィ
デ
ィ
ゲ
イ
ラ
市
と
訪
問
時

期
を
決
め
る
た
め
の
や
り
取
り
を
し

て
い
る
段
階
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
郵
便
料
金
値
上
げ
へ
の
対
策
（
通

信
運
搬
費
）

　
「
10
月
1
日
か
ら
郵
便
料
金
が
上

が
る
こ
と
へ
の
増
額
補
正
は
必
要
経

費
で
は
あ
る
が
、
紙
で
の
通
知
を

S
N
S
へ
変
更
す
る
な
ど
、
市
と

し
て
工
夫
や
取
組
は
し
て
い
る
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
今
ま
で
も
郵

便
料
の
経
費
節
減
に
は
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
現
在
、
S
N
S
の
活

用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

S
N
S
へ
の
切
替
え
が
可
能
か
調

査
を
始
め
て
お
り
、
可
能
な
部
分
は

順
次
切
り
替
え
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
紙
で
の
通
知
が
必
要
な
も

の
も
あ
る
と
思
う
が
、
軽
微
な
請
求

や
通
知
は
S
N
S
等
を
活
用
し
、

経
費
節
減
へ
の
取
組
を
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
不
知
火
中
学
校
の
屋
上
防
水
工
事

（
中
学
校
施
設
改
修
工
事
費
）

　
「
不
知
火
中
学
校
の
雨
漏
り
の
発

生
時
期
、
修
繕
回
数
、
修
繕
に
か

か
っ
た
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま

た
、
今
後
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
屋
上
か
ら
の
漏
水

は
令
和
2
年
度
か
ら
発
生
し
て
い
る
。

修
繕
回
数
は
7
回
。
費
用
は
修
繕
で

対
応
し
て
き
た
こ
と
も
加
味
す
る
と

約
2
5
0
万
円
。
今
回
は
全
面
補
修

な
の
で
10
年
間
の
保
証
を
付
け
た
防

水
対
策
と
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、「
最
初
か
ら
全

面
補
修
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

今
後
は
学
校
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

の
雨
漏
り
に
対
し
て
は
費
用
が
か

か
っ
て
も
早
期
に
全
面
補
修
を
検
討

す
べ
き
。
ま
た
、
陸
屋
根
や
瓦
屋
根

な
ど
の
屋
根
の
形
状
の
選
定
で
は
、

利
便
性
や
地
域
性
を
考
慮
し
て
検
討

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
奨
学
金
特
別
会
計
補
正
予
算

　
「
奨
学
金
の
申
込
は
、
予
定
を
何

人
上
回
っ
た
か
。
ま
た
、
所
得
上
限

額
の
変
更
の
周
知
は
し
た
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
当
初
予
算
編
成
時

は
、
新
規
の
定
期
貸
付
を
高
校
・
専

門
学
校
等
・
大
学
の
3
区
分
で
5
人

ず
つ
計
15
人
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

常
任
委
員
会

審
査
報
告
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実
際
の
認
定
は
、
高
校
6
人
、
専
門

学
校
等
6
人
、
大
学
5
人
の
計
17
人

で
、
2
人
増
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
所

得
上
限
額
を
日
本
学
生
支
援
機
構
の

3
割
増
し
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
1

人
が
貸
付
可
能
と
な
っ
た
。
周
知
は

広
報
紙
掲
載
を
1
回
か
ら
2
回
に
し
、

市
の
ラ
イ
ン
も
活
用
し
た
。
さ
ら
に
、

中
学
校
を
経
由
し
て
中
学
3
年
生
の

保
護
者
の
手
元
に
直
接
資
料
が
渡
る

よ
う
に
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
奨
学
金
制
度
は
、

教
育
を
維
持
す
る
重
要
な
事
業
。
今

後
は
奨
学
金
制
度
の
在
り
方
を
議
論

し
、
議
会
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、

給
付
型
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
権
利
の
放
棄
（
略
式
代
執
行
費
用

の
債
権
）

　
「
略
式
代
執
行
の
内
容
は
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
不
知
火
町
に
空
き

家
物
件
が
あ
り
、
地
元
か
ら
腐
朽
し

て
危
な
い
と
の
申
出
が
あ
っ
た
。
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
所
有
者
は
死
亡
、

相
続
人
不
存
在
の
状
態
だ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
物
件
近
く
に
不
知
火
保
育
園

や
小
学
校
が
あ
り
、
登
園
・
通
学
上

危
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
行
政
で
解

体
し
た
。
清
算
人
が
解
体
後
の
土
地

を
売
り
払
い
、
現
金
化
し
た
金
額
か

ら
税
金
未
納
分
等
を
控
除
し
た
部
分

を
市
が
収
納
し
た
が
、
解
体
費
用
約

6
4
0
万
円
に
満
た
な
い
部
分
の
約

4
7
0
万
円
を
債
権
放
棄
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
財
産
の
取
得
（
中
学
校
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
型
電
子
黒
板
購
入
）

　
「
入
札
参
加
者
数
、
予
定
価
格
、

落
札
率
、
入
札
者
の
最
高
価
格
は
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
電
子
黒
板

は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
入
札
参
加
者

は
12
者
。
そ
の
う
ち
、
辞
退
者
が
3

者
。
予
定
価
格
は
3
5
8
7
万

8
1
9
4
円
で
、
落
札
率
は
45
・

53
％
。
入
札
者
の
最
高
価
格
は

3
8
9
8
万
2
2
4
0
円
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
の
活
用
に
つ
い

て
、
令
和
5
年
9
月
の
調
査
結
果
で

は
、
電
子
黒
板
を
毎
日
使
用
し
て
い

る
割
合
は
約
6
割
と
の
結
果
で
あ
っ

た
の
で
、
今
後
の
3
か
年
で
9
割
ま

で
引
き
上
げ
る
事
業
計
画
を
立
て
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、「
電
子
黒
板
を
導
入
し
た

か
ら
に
は
、
十
分
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
今
の
小
中
学
生
は
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
を
自
由
に
使
え
る
世
代

な
の
で
、
今
後
は
本
市
の
学
校
教
育

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
向
性
を

考
え
て
、
目
標
を
持
っ
て
事
業
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長

　
嘉
古
田

　
茂
己

●
一
般
会
計
補
正
予
算

○
不
知
火
温
泉
施
設
の
解
体
（
不
知

火
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
温
泉

施
設
解
体
設
計
業
務
委
託
料
）

　
「
解
体
に
つ
い
て
行
政
区
長
や
住

民
に
説
明
は
あ
っ
た
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
、「
行
政
区
長
や
住
民
に

は
予
算
採
決
後
、
契
約
前
ま
で
に
説

明
会
を
行
う
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
不
知
火
地
区
の
行
政
区
長
会
の

代
表
者
と
協
議
し
、
ど
の
よ
う
な
進

め
方
を
す
る
か
考
え
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
解
体
後
の
方

向
性
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
跡

地
利
用
に
最
も
適
す
る
も
の
を
模
索

し
て
い
る
。
2
6
6
号
線
は
1
日
あ

た
り
約
1
万
台
の
交
通
量
が
あ
る
。

目
的
地
に
は
な
ら
ず
と
も
、
通
過
観

光
客
が
滞
留
す
る
よ
う
な
施
設
の
誘

致
を
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
解
体
に
至
る

ま
で
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
今

後
の
計
画
や
対
応
を
地
元
住
民
に
示

ディスプレイ型電子黒板
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し
て
初
め
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
民
間
事
業
者
か
ら
、
立
地
に
魅
力

を
感
じ
る
要
素
も
あ
る
と
お
聞
き
し

た
こ
と
も
あ
る
。
温
泉
を
保
有
す
る

こ
と
の
公
益
性
を
真
剣
に
考
え
た
結

果
、
民
間
活
力
を
生
か
す
と
い
う
方

針
を
立
て
た
。
居
抜
き
は
改
装
に
莫

大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
居
抜
き

で
の
活
用
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
の
判
断
に
至
っ
た
が
、
同
施
設
に

代
わ
る
民
間
施
設
の
誘
致
に
最
善
を

尽
く
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

附
帯
決
議

　

委
員
会
か
ら
一
般
会
計
補
正
予

算
に
対
す
る
附
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、「
不
知
火
温
泉
施
設
の
解

体
に
つ
い
て
は
地
元
住
民
に
十
分

な
説
明
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
存
続

を
望
む
声
も
あ
る
。
一
旦
こ
こ
で

見
合
わ
せ
て
、
住
民
や
行
政
区
長

に
説
明
会
を
行
う
よ
う
要
望
す

る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
「
将
来
的
に
は
包
括
し
た
民
間
委

託
を
す
る
考
え
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
令
和
8
年
度
か
ら
は
検
針
業

務
に
加
え
、
料
金
徴
収
や
滞
納
整
理
、

窓
口
業
務
な
ど
の
包
括
委
託
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
9
年
度
か

ら
は
施
設
の
修
繕
や
漏
水
対
応
、
今

後
の
更
新
計
画
や
工
事
な
ど
の
業

務
ま
で
包
括
し
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

P
P
P
と
い
う
官
民
連
携
の
委
託

方
式
を
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

●
宇
城
市
農
業
集
落
排
水
施
設
の
管

理
に
関
す
る
条
例
及
び
宇
城
市
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　
「
物
価
高
騰
で
市
民
は
疲
弊
し
て

い
る
。
使
用
料
の
20
％
引
上
げ
を
市

民
に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
改
定
は
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
く
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
周
知
は
、
広
報
紙
10
月
号

と
来
年
3
月
号
に
、
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
行
う
予
定
。
改
定
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
3
〜
5
年
ご
と
に

議
論
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。民

生
常
任
委
員
会

委
員
長

　
山
森

　
悦
嗣

●
一
般
会
計
補
正
予
算

○
住
民
異
動
等
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
（
業
務
委
託
料
）

　
「
R
P
A
を
活
用
し
て
住
民
異
動

受
付
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
R
P
A
ツ
ー

ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
更
新
料
等
が
毎

年
か
か
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
初
期
導
入
費
用
が
1
ラ
イ
セ
ン
ス

11
万
円
。
そ
れ
と
は
別
に
、
使
用
料

が
年
間
1
9
8
万
円
か
か
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

○
延
長
保
育
や
病
児
・
病
後
児
保
育

の
利
用
（
延
長
保
育
事
業
補
助
金
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
補
助
金
）

　
「
補
助
金
の
増
額
の
要
因
と
し
て
、

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
単
価
が
上

が
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
利
用
者
数

が
増
加
し
た
こ
と
も
含
ま
れ
る
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
今
回
の
増
額

補
正
は
国
の
制
度
改
正
に
よ
る
も
の

だ
が
、
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
資
質
向
上

（
さ
し
よ
り
野
菜
推
進
業
務
委
託
料
）

　
「
ど
の
よ
う
な
意
図
で
健
康
づ
く

り
推
進
員
の
研
修
を
行
う
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
推
進
員
は
2
年

ご
と
の
交
代
だ
が
、
推
進
員
同
士
の

引
継
ぎ
や
研
修
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

十
分
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
推
進

員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
改
め
て
丁

寧
な
研
修
を
行
い
、
活
動
を
よ
り
強

化
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
財
産
の
取
得（
消
防
積
載
車
購
入
）

　
「
積
載
車
が
軽
自
動
車
と
普
通
自

動
車
の
2
種
類
あ
る
が
、
普
通
自
動

車
と
軽
自
動
車
の
差
額
は
い
く
ら

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
普
通
車

が
5
6
4
万
1
6
0
0
円
、
軽
自
動

車
が
4
3
0
万
9
8
0
0
円
で
あ
り
、

約
1
3
0
万
円
の
差
が
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
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問　

宇
土
市
の
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
が
本
市
に
隣
接
す
る
形
で
5
か

所
に
点
在
し
て
い
る
。
台
風
や
大
雨

な
ど
で
決
壊
・
越
水
し
た
場
合
の
対

応
を
問
う
。

市
民
部
長　

宇
土
市
と
情
報
共
有
し
、

自
主
防
災
組
織
等
の
訓
練
や
研
修
会

等
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
の
強
化
を

図
る
。

問　

宇
土
市
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を

し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
住
民
へ
周

知
徹
底
す
る
の
か
を
問
う
。

経
済
部
長　

宇
土
市
が
作
成
し
た
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
許
可
を

得
て
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
。
ま
た
、
浸
水
想
定
区
域
の
行
政

区
長
に
、
当
該
マ
ッ
プ
の
回
覧
・
地

区
公
民
館
へ
の
掲
示
を
お
願
い
す
る
。

問　

た
め
池
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
の

情
報
を
宇
土
市
と
共
有
し
、
地
震
や

豪
雨
時
の
対
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の

本
市
と
し
て
の
対
応
策
を
問
う
。

市
長　

た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
人
的

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、
浸

水
区
域
と
な
る
自
治
体
間
の
連
携
が

重
要
。
今
後
も
宇
土
市
と
情
報
共
用

し
、
市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
る
。

松
橋
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て

問　

松
橋
駅
周
辺
の
総
合
開
発
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
問
う
。

市
長
政
策
部
長　

駅
東
側
に
、
官
民

連
携
に
よ
る
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど

の
複
合
施
設
建
設
の
実
現
性
を
検
討

し
た
が
、
財
政
負
担
の
大
き
さ
や
コ

ロ
ナ
禍
も
重
な
り
見
送
っ
た
。
今
後

も
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
定

住
の
場
、
交
流
に
よ
る
新
た
な
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　

松
橋
駅
を
挟
ん
で
西
と
東
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
を
設
置
し
、
駅
周

辺
開
発
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市
長　

現
在
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
進
め
て
い
る
。
市
の
発
展
に

は
、
松
橋
駅
西
の
開
発
が
最
も
重
要

な
地
域
と
認
識
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

総
務
部
と
し
て
の
対
策
を
問
う
。

総
務
部
長　

人
事
及
び
人
権
の
所
管

部
署
の
職
員
等
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
と
し
て
任
命
し
、
相
談
員
に
相

談
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
、

副
市
長
を
筆
頭
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
委
員
会
を
開
催
し
、
問
題
解
決
を

図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

総
務
部
長　

研
修
等
を
通
じ
、
繰
り

返
し
職
員
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

意
識
が
根
付
く
よ
う
に
周
知
し
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

教
育
長　

各
学
校
と
の
連
携
を
密
に

取
り
な
が
ら
お
互
い
の
信
頼
を
大
切

に
し
、
風
通
し
の
良
い
学
校
現
場
、

職
場
環
境
の
構
築
に
努
め
る
。

児
童
生
徒
の
学
力
・
体
力
に

つ
い
て

問　

今
年
度
の
本
市
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
の
結
果
に
つ
い
て
、
現
状

に
対
す
る
認
識
を
問
う
。

教
育
部
長　

小
学
6
年
生
の
国
語
の

平
均
正
答
率
は
、
県
平
均
・
全
国
平

均
と
も
に
上
回
っ
て
い
る
。
中
学
3

年
生
の
数
学
は
、
県
平
均
・
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
改
善
傾
向
に
あ
る
。

問　

児
童
生
徒
の
体
力
の
現
状
に
対

す
る
認
識
を
問
う
。

教
育
部
長　

男
女
と
も
過
去
5
年
間

の
総
合
的
な
評
価
を
表
す
体
力
合
計

点
の
推
移
と
し
て
は
、
全
体
的
に
十

分
評
価
で
き
る
結
果
と
考
え
る
。

問　

学
力
・
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
今
後
の
対
策
を
問
う
。

教
育
部
長　

テ
ス
ト
内
容
を
復
習
し
、

苦
手
な
と
こ
ろ
を
補
充
す
る
な
ど
の

対
応
と
と
も
に
、
テ
ス
ト
結
果
を
分

析
し
、
各
学
校
で
の
学
力
向
上
対
策

の
取
組
を
お
願
い
し
て
い
る
。
体
力

に
つ
い
て
は
、
各
学
年
の
課
題
を
洗

い
出
し
、
解
決
に
向
け
体
育
授
業
の

工
夫
改
善
や
運
動
の
日
常
化
・
習
慣

化
な
ど
、
体
力
向
上
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
る
。

教
育
長　

個
別
最
適
な
学
び
を
保
障

す
る
全
教
科
の
学
力
向
上
に
努
め
る
。

体
力
に
つ
い
て
は
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
の
根
源
で
あ
る
体
力
向
上
に

向
け
て
今
後
も
丁
寧
に
取
り
組
む
。

U
KI-C

ITY A
SSEM

BLY REPO
RT

U
KI

-C
IT

Y 
A

SS
EM

BL
Y 

RE
PO

RT 一
般
質
問

防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
に
つ
い
て

坂
下

　勳
　議
員
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問　

全
国
的
に
、
公
共
交
通
の
利
用

者
減
少
や
運
行
事
業
者
の
運
転
手
不

足
問
題
な
ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻

く
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
小
川
駅

と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宇
城
を
結
ぶ
区
間

で
の
今
回
の
取
組
は
、
持
続
可
能
な

社
会
を
構
築
す
る
中
で
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
。
実
証
実
験
の
概

要
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
次
年

度
以
降
の
計
画
や
見
通
し
を
問
う
。

市
長
政
策
部
長　

本
年
度
、
Ｊ
Ｒ
小

川
駅
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宇
城
を
結
ぶ

約
1
・
5
キ
ロ
の
区
間
で
自
動
運
転

技
術
の
実
証
実
験
事
業
を
行
う
。
実

験
を
行
う
エ
リ
ア
は
、
現
在
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
宇
城
が
独
自
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
年
間

4
8
0
0
0
人
程
度
が
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
は
市
が
策

定
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
立
地
適
正
化
計
画
で
地
域
拠
点
・

地
域
交
流
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
近
年
で
は
駅
周
辺
に
住
宅

建
築
が
増
加
し
、
小
川
駅
、
大
型
商

業
施
設
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高

校
な
ど
が
存
在
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

条
件
下
で
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
を

担
保
す
る
と
同
時
に
、
若
年
層
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
対
し
て
も
、
多
様

で
持
続
可
能
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の

エ
リ
ア
で
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実

験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
今
回
の
実

験
は
、
市
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会

社
、
N
T
T
西
日
本
熊
本
支
店
の

3
者
で
の
官
民
共
創
の
取
組
と
す
る
。

使
用
す
る
車
輌
は
、
定
員
12
人
、
最

高
速
度
20
キ
ロ
、
1
回
の
充
電
で
約

9
時
間
、
距
離
に
し
て
1
0
0
キ
ロ

程
度
の
自
動
走
行
が
可
能
。
実
施
期

間
は
、
本
年
12
月
頃
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
同
乗
し
、
車
輌
を
監
視
監
督

し
な
が
ら
1
週
間
程
度
の
運
行
を
行

う
予
定
。
運
行
期
間
中
、
利
用
者
等

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ニ
ー

ズ
や
課
題
を
抽
出
し
、
次
年
度
以
降

も
実
証
実
験
を
重
ね
な
が
ら
本
格
運

行
に
向
け
て
調
整
す
る
。
今
回
の
取

組
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
の
公
共
交

通
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
少
し

で
も
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
足
が
か
り
や

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

守
田
市
長
の
次
期
市
長
選
へ

の
出
馬
意
向
に
つ
い
て

問　

市
長
の
3
期
12
年
間
は
、
熊
本

地
震
や
豪
雨
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
波
乱
が
あ
り

つ
つ
、
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
長
は
4
期
目
は
出
馬
さ
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

私
は
、
次
の
4
年
間
の
舵
取
り
も
守

田
市
長
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
。

来
る
宇
城
市
長
選
挙
へ
の
4
期
目
の

出
馬
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

あ
と
6
か
月
市
長
を
務
め
る

と
、
3
期
12
年
に
な
る
。
市
長
が
代

わ
る
こ
と
、
交
代
す
る
こ
と
は
本
市

の
政
治
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
る
政
治
家
の
一
人
で
も
あ

る
。
本
市
は
来
年
合
併
20
周
年
を
迎

え
る
。
次
の
20
年
の
更
な
る
発
展
・

飛
躍
に
は
、
本
市
は
次
の
新
し
い
市

長
を
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。

「
慎
始
敬
終
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

慎
ん
で
始
ま
り
、
敬
っ
て
終
わ
る
と

い
う
字
を
書
き
、
物
事
を
最
初
か
ら

最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
、
手
抜
き
も

せ
ず
に
や
り
通
す
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
言
葉
の
と
お
り
市
政
を
続
け
て
き

た
。
自
分
な
り
に
や
り
切
っ
た
感
も

あ
る
。
来
年
2
月
9
日
の
宇
城
市
長

選
挙
に
私
は
出
馬
し
な
い
。
令
和
7

年
2
月
26
日
を
も
っ
て
、
私
は
こ
の

宇
城
市
役
所
を
去
る
。
た
だ
、
皆
さ

ん
、
あ
と
6
か
月
あ
る
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

永
木

　誠
　議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

自
動
運
転
に
つ
い
て

自動運転実証実験をするバス「EVO（エヴオ）」
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投
票
率
は
国
民
の
政
治
参
加
と
選

挙
へ
の
関
心
度
を
示
す
指
標
で
あ
り
、

投
票
率
向
上
は
民
主
主
義
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
適
切
に

機
能
さ
せ
続
け
る
た
め
、
社
会
構
造

レ
ベ
ル
で
考
え
、
話
し
合
い
、
投
票

に
対
す
る
意
識
や
、
特
に
若
者
が
政

治
に
興
味
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
事

と
考
え
る
。
ま
た
、
国
や
社
会
の
問

題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自

ら
考
え
、
自
ら
判
断
し
、
行
動
す
る

主
権
者
教
育
は
と
て
も
重
要
。
政
治

に
無
関
心
で
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ

な
い
。

投
票
率
向
上
に
つ
い
て

問　

近
年
の
各
種
選
挙
の
投
票
率
を

問
う
。
ま
た
、
投
票
済
証
明
書
の
配

布
実
績
や
、
投
票
率
向
上
の
た
め
の

今
後
の
取
組
を
問
う
。

総
務
部
長　

平
成
28
年
以
降
11
回
の

選
挙
で
は
、
特
に
10
代
、
20
代
、
30

代
の
若
い
層
の
投
票
率
が
低
く
、
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組
が
必
要
。

投
票
に
行
っ
た
証
明
「
投
票
所
来
場

者
カ
ー
ド
」
の
配
布
枚
数
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
認
知
度
は
高
く
な
い

と
考
え
て
い
る
。
投
票
率
向
上
の
た

め
、
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
啓

発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
（
提
言
）　

①
親
子
連
れ
の
投
票

の
推
進
。
②
投
票
済
証
明
書
は
選
挙

啓
発
と
営
利
活
動
を
分
け
、
地
域
活

性
化
と
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
を
つ

く
る
啓
発
活
動
の
取
組
。

主
権
者
教
育
啓
発
に
つ
い
て

問　

市
民
に
対
す
る
取
組
や
啓
発
活

動
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

主
権
者
教
育
の
実
績
と

し
て
、
市
内
の
小
中
学
校
等
に
「
選

挙
出
前
授
業
」
を
行
っ
た
。
主
権
者
教

育
は
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
必
要
。

問
（
提
言
）　
主
権
者
教
育
は
一
朝

一
夕
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
を
通
じ
て
常
時
啓
発
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
、
成
人
式
や
金
婚
式
な

ど
で
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、

住
民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
を
提

案
す
る
。

問　

数
年
前
に
は
中
学
生
に
よ
る
模

擬
議
会
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
時
代

背
景
、
経
過
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

教
育
部
長　

子
ど
も
模
擬
議
会
は
平

成
18
年
度
か
ら
数
回
開
催
さ
れ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
本
年
度
も

見
送
っ
て
い
る
。
県
内
で
は
、
子
ど

も
議
会
の
開
催
方
法
を
、
議
会
形
式

で
は
な
く
発
表
形
式
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
も
あ
る
。

問
（
提
言
）　

若
者
に
社
会
参
加
す

る
機
会
を
つ
く
る
べ
き
。
こ
ど
も
・

若
者
を
真
ん
中
に
し
、
共
に
学
び
共

に
考
え
、
自
分
の
行
動
が
社
会
を
変

え
る
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
信
じ
ら

れ
る
よ
う
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問　

本
市
の
0
〜
3
歳
未
満
の
待
機

児
童
の
現
状
と
解
消
策
を
問
う
。

福
祉
部
長　

9
月
現
在
、
国
の
基
準

で
は
待
機
児
童
は
0
人
。
県
の
基
準

に
よ
る
待
機
児
童
数
は
、
0
歳
児
6

人
、
1
歳
児
4
人
、
2
歳
児
1
人
。

今
後
も
保
育
士
確
保
に
繋
が
る
事
業

を
行
い
な
が
ら
待
機
児
童
解
消
に
取

り
組
む
。

問
（
提
言
）　

保
育
士
不
足
の
現
状

と
様
々
な
努
力
は
理
解
で
き
る
。
そ

こ
で
、
公
立
保
育
園
が
民
営
化
さ
れ

た
と
き
に
保
育
士
か
ら
市
の
一
般
職

に
な
っ
た
職
員
を
、
民
間
保
育
園
に

一
定
期
間
派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
ま
た
、
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
が
い
ち
早
く
試
行
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
。
出
生
率
の
増
加
、
若
い
移
住

者
の
増
加
、
子
育
て
支
援
は
地
方
復

活
の
鍵
と
言
え
る
。

消
防
・
救
急
の
支
援
に
つ
い
て

問　

救
急
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
企
業
認

定
制
度
の
認
定
数
と
今
後
の
周
知
に

つ
い
て
問
う
。

市
民
部
長　

本
制
度
は
、
適
切
な
応

急
手
当
が
行
え
る
事
業
所
を
広
域
連

合
が
認
定
す
る
も
の
で
、
救
命
率
の

向
上
と
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
と
す
る
。
現
在
の
認

定
事
業
所
は
1
社
。
今
後
、
企
業
ク

ラ
ブ
な
ど
に
制
度
の
周
知
を
行
い
、
増

加
を
図
る
と
の
こ
と
。

田
中

　美
君

　議
員
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問　

裁
判
で
、
本
市
が
誤
っ
た
判
断

を
し
た
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
を
問
う
。

総
務
部
長　

今
回
の
分
限
免
職
処
分

取
消
請
求
事
件
の
経
緯
は
、
令
和
２

年
9
月
30
日
に
、
令
和
2
年
度
新
規

採
用
職
員
の
条
件
付
採
用
期
間
に

あ
っ
た
職
員
の
う
ち
1
人
を
、
地
方

公
務
員
法
第
22
条
に
基
づ
き
市
が
免

職
処
分
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、

当
該
職
員
か
ら
同
年
12
月
16
日
付
け

で
熊
本
地
裁
に
提
訴
が
行
わ
れ
、
福

岡
高
等
裁
判
所
に
よ
る
控
訴
棄
却
を

経
て
、
令
和
6
年
5
月
8
日
に
最
高

裁
判
所
第
三
小
法
廷
で
上
告
不
受
理

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
日
付
け

で
、
市
が
行
っ
た
条
件
付
採
用
職
員

へ
の
免
職
処
分
が
無
効
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
市
は
、
当
然
こ
の
判
決

を
真
摯
に
受
け
止
め
る
。
本
市
の
取

組
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁

判
例
に
沿
っ
て
法
令
を
順
守
し
た
上

で
、
判
例
に
基
づ
い
て
進
め
て
き
た

と
い
う
事
実
は
あ
る
。
そ
の
上
で
、

そ
こ
が
誤
り
だ
っ
た
の
か
と
指
摘
を

さ
れ
て
も
、
法
令
、
判
例
に
基
づ
い

て
進
め
て
き
た
の
で
、
決
し
て
全
て

が
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

法
律
上
は
議
会
の
承
認
を
必
要

と
し
な
い
裁
判
で
あ
っ
て
も
、
上
訴

す
る
場
合
は
議
会
へ
の
説
明
は
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

総
務
部
長　

裁
判
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
96
条
第
1
項
第
12
号
の

規
定
に
よ
り
、
基
本
的
に
議
決
事
項

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同

条
同
号
括
弧
書
き
の
規
定
に
よ
り
、

行
政
庁
の
処
分
又
は
裁
決
に
関
す
る

普
通
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
す
る

訴
訟
に
係
る
も
の
は
議
会
の
議
決
事

項
か
ら
除
く
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
件
に
つ
い
て
も
議
決
の
必
要
は
な

い
。
あ
く
ま
で
も
行
政
の
裁
量
権
の

中
で
行
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

人
事
行
政
に
つ
い
て

問　

条
件
付
採
用
期
間
中
の
職
員
の

権
利
に
つ
い
て
、
分
限
に
関
す
る
条

例
を
定
め
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
部
長　

今
回
無
効
と
な
っ
た
免

職
処
分
の
根
拠
は
、
本
市
で
は
条
件

付
採
用
期
間
中
の
職
員
の
免
職
に
関

す
る
条
例
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
国
家
公
務
員
の
身
分
保
障
を
定

め
た
人
事
院
規
則
に
求
め
て
い
る
。

判
決
で
は
、
条
例
を
定
め
ず
に
行
っ

た
処
分
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、「
処
分
の
前
提
と
な
る

勤
務
成
績
評
価
を
誤
っ
た
上
、
代
替

手
段
や
処
分
の
相
当
性
に
つ
い
て
の

十
分
な
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
行
わ

れ
た
処
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
理

性
の
あ
る
処
分
と
し
て
許
容
さ
れ
る

限
度
を
超
え
た
も
の
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
判
決
を
受
け
、
速
や

か
な
る
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い

が
、
熊
本
県
や
県
外
他
市
で
は
定
め

て
い
る
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後

調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
思
う
。

問　

条
件
付
採
用
期
間
中
の
職
員
の

評
価
に
つ
い
て
、
職
員
自
身
の
自
己

評
価
表
に
お
け
る
評
価
に
上
司
な
ど

他
者
の
意
思
が
入
り
込
む
こ
と
を
適

正
と
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

自
己
評
価
は
、
ま
ず
本

人
自
身
が
評
価
し
て
、
そ
れ
を
メ
ン

タ
ー
（
※
）
等
が
評
価
す
る
が
、
そ

こ
で
本
人
の
了
解
を
得
ず
に
勝
手
に

す
る
と
い
う
仕
組
で
は
な
い
。
面
談

を
通
し
て
意
見
交
換
を
す
る
中
で
の

評
価
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
相
手
の

指
摘
等
を
踏
ま
え
て
採
点
内
容
が
変

わ
っ
た
り
、
自
分
で
見
直
す
こ
と
は

現
実
的
に
は
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

※
業
務
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、
新
規

採
用
職
員
の
相
談
を
受
け
、
職
員
規

律
・
接
遇
・
勤
務
態
度
な
ど
を
技
術

的
・
精
神
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
。

問　

今
後
の
取
組
と
し
て
、
同
様
の

誤
り
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

市
長　

今
回
の
判
決
に
つ
い
て
は
真

摯
に
受
け
止
め
る
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
メ
ン
タ
ー
制
度
を
十
分
に
活
用

し
な
か
っ
た
、
6
か
月
の
中
で
配
置

換
え
を
し
て
、
向
き
・
不
向
き
に
関

す
る
対
応
を
し
な
か
っ
た
、
そ
の
こ

と
に
お
い
て
評
価
を
誤
っ
た
と
い
う

点
を
指
摘
さ
れ
、
反
省
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
対
応
、
本
採
用

見
送
り
が
違
法
で
あ
っ
た
と
い
う
認

識
で
は
な
い
。

原
田

　祐
作

　議
員

分
限
免
職
裁
判
に

つ
い
て
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問　

教
職
員
の
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
も
部
活
動
の
地
域
移
行
は
必
要
。

し
か
し
そ
れ
に
は
、
先
行
し
て
実
施

さ
れ
た
小
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

へ
の
検
証
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
小

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
児
童
数
の
推

移
を
問
う
。

教
育
部
長　

平
成
30
年
度
の
小
学
4

年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
数
は
市
全

体
で
1
6
1
7
人
。
こ
の
う
ち
、
部

活
動
加
入
者
数
は
7
3
5
人
（
加
入

率
45
％
）、
部
活
動
ク
ラ
ブ
数
は
37

部
。
社
会
体
育
移
行
後
、
部
活
動
を

引
き
継
い
だ
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

へ
の
加
入
者
数
は
令
和
元
年
度
で

4
4
4
人
（
全
児
童
に
占
め
る
加
入

率
は
28
％
）。
ク
ラ
ブ
数
は
18
ク
ラ

ブ
。
令
和
6
年
度
の
加
入
者
数
は

2
2
5
人
（
加
入
率
15
％
）、
ク
ラ

ブ
数
は
12
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
加
入
者

数
・
加
入
率
・
ク
ラ
ブ
数
と
も
に
部

活
動
に
比
べ
る
と
大
幅
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
学
童
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
一
部
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
小
学
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
の
4
1
1
人
（
不
知
火
55
人
、

松
橋
2
7
6
人
、
小
川
80
人
）
が
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
移
行

し
て
い
る
。

問　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
の
活
動
も
あ

る
が
、
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
移

行
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
部
長　

社
会
体
育
に
移
行
す
る

際
、
少
子
化
に
伴
う
チ
ー
ム
編
成
の

困
難
、
保
護
者
や
児
童
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
指
導
者
不
足
な
ど
の
課
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
い
る
児

童
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
ま
た
、
送
迎
等
で
保
護
者

の
負
担
は
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

小
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

児
童
や
保
護
者
、
学
校
現
場
に
と
っ

て
ど
う
だ
っ
た
か
。
反
省
す
べ
き
点

は
な
か
っ
た
か
。

教
育
部
長　

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
社
会

体
育
移
行
後
の
課
題
の
反
省
を
踏
ま

え
て
進
め
た
い
。
ま
た
、
生
徒
の
発

育
発
達
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
体

制
の
整
備
と
、
生
徒
や
保
護
者
の
負

担
が
少
な
く
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
も
持

続
可
能
な
体
制
の
整
備
を
図
り
進
め

る
。

問　

移
行
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
問
う
。

教
育
部
長　

中
学
校
部
活
動
地
域
連

携
・
地
域
移
行
計
画
（
素
案
）
を
作

成
し
、
令
和
9
年
度
か
ら
の
完
全
実

施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　

国
県
は
、
平
日
は
今
ま
で
ど
お

り
部
活
動
を
行
い
、
休
日
の
み
地
域

ク
ラ
ブ
と
し
て
外
部
指
導
者
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
下
で
活
動
を

行
う
と
し
て
い
る
。
指
導
者
の
確
保

な
ど
難
し
い
面
も
あ
る
中
で
、
平

日
・
休
日
を
一
緒
に
進
め
る
の
は
現

実
的
で
は
な
い
。
ま
ず
は
休
日
の
移

行
を
確
実
に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
部
長　

令
和
9
年
度
の
完
全
実

施
は
あ
く
ま
で
目
標
。
今
後
、
地
域

移
行
検
討
委
員
会
で
の
課
題
整
理
と

議
論
を
踏
ま
え
て
方
針
を
検
討
す
る
。

問　

小
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の

際
は
指
導
者
の
確
保
が
ほ
ぼ
保
護
者

に
丸
投
げ
だ
っ
た
。
今
回
は
教
育
委

員
会
が
責
任
を
持
っ
て
指
導
者
を
確

保
す
る
の
か
。

教
育
部
長　

地
域
人
材
の
状
況
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
市
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

小
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
で

は
、
指
導
者
が
確
保
で
き
ず
に
な
く

な
っ
た
ク
ラ
ブ
が
多
か
っ
た
。
今
後
、

指
導
者
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
地
域

移
行
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、
そ
の

場
合
は
部
活
動
が
継
続
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長　

文
科
省
の
指
導
要
領
に

従
う
の
で
、
指
導
者
が
い
て
も
い
な

く
て
も
、
学
習
指
導
要
領
の
改
定
で

部
活
動
が
学
校
の
活
動
の
一
環
と
な

さ
れ
な
い
場
合
は
、
も
う
部
活
動
は

継
続
で
き
な
い
。

問
（
意
見
）　

そ
れ
は
重
大
な
発
言

だ
と
思
う
。
学
習
指
導
要
領
の
改
定

は
不
確
定
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会

が
奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

教
育
長
が
先
頭
に
立
っ
て
指
導
者
の

確
保
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

中
山

　弘
幸

　議
員
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問　

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の
高
齢
者

へ
の
対
応
を
問
う
。

保
健
衛
生
部
長　

高
齢
者
は
一
般
的

に
体
温
調
節
機
能
が
低
下
し
や
す
く
、

暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
、
適

切
な
対
策
が
遅
れ
た
場
合
に
は
重
篤

な
症
状
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

熱
中
症
の
予
防
は
、
リ
ス
ク
を
十
分

に
理
解
し
、
自
己
管
理
を
行
う
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
。
本
市
で
は
、
広

報
紙
へ
の
情
報
掲
載
、
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
健
診

結
果
の
説
明
を
通
じ
た
啓
発
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
の
教
育
活
動
で
は
熱

中
症
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

教
育
部
長　

各
小
中
学
校
に
対
し
て

熱
中
症
事
故
防
止
に
関
す
る
通
知
を

行
い
、
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

5
月
の
校
長
等
会
議
で
も
、
基
本
的

な
熱
中
症
予
防
策
と
し
て
、
児
童
生

徒
等
に
涼
し
い
服
装
や
帽
子
の
着
用
、

適
切
な
水
分
補
給
を
指
導
す
る
よ
う

周
知
し
た
。
熱
中
症
事
故
の
防
止
対

策
の
目
安
と
し
て
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
を
活
用
し
、
暑
さ
指
数
に
応

じ
た
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
保
険
利

用
に
つ
い
て

問
　
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合

な
ど
、
第
三
者
行
為
制
度
の
概
要
を

問
う
。

保
健
衛
生
部
長　

第
三
者
行
為
と
は
、

交
通
事
故
や
他
人
の
飼
い
犬
に
噛
ま

れ
て
け
が
を
す
る
な
ど
、
他
人
の
行

為
が
原
因
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
を
指
す
。
こ
の
場
合
、

被
保
険
者
の
過
失
を
除
く
治
療
費
は

本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
事
前
の
届

出
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
は
本
来
加

害
者
が
支
払
う
べ
き
医
療
費
を
一
時

的
に
立
て
替
え
る
だ
け
で
、
後
で
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

福
祉
部
長　

公
的
な
保
険
給
付
制
度

以
外
に
、
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
介

護
を
要
す
る
後
遺
障
害
を
負
わ
れ
た

方
に
対
し
、
介
護
料
の
支
給
や
短
期

入
院
・
入
所
費
用
の
助
成
を
行
う
介

護
料
支
援
制
度
が
あ
る
。
こ
の
制
度

で
は
、
自
賠
責
保
険
等
に
定
め
る
後

遺
障
害
等
級
に
該
当
す
る
方
が
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

自
己
負
担
額
分
に
つ
い
て
制
度
で
定

め
る
支
給
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

豊
野
公
園
整
備
に
つ
い
て

問　

公
園
整
備
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
と
思
う
が
、
同
事
業
で
の
狙
い

や
目
的
、
近
年
の
ト
レ
ン
ド
や
先
進

事
例
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
政
策
部
長　

数
年
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
若
い
世
代
を
中
心

に
公
園
整
備
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
近
年
の
公
園
の
ト
レ

ン
ド
は
、
防
災
機
能
を
併
せ
た
複
合

的
な
施
設
整
備
や
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
な
公
園
整
備
へ
と
変
遷

し
て
い
る
。
先
進
事
例
と
し
て
、
佐

賀
県
江
北
町
が
町
民
参
加
型
で
整
備

し
た
み
ん
な
の
公
園
、
長
崎
県
佐
世

保
市
が
、
ま
ち
の
顔
と
な
る
施
設
を

目
指
し
た
佐
世
保
中
央
公
園
、
東
京

都
豊
島
で
は
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
実
現
し
た
南
池
袋
公
園
な
ど
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
住
民
参
画
を
重
視

し
、
公
園
を
通
し
て
人
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
し
、
民
間
活
力
で
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
て
い
る
。

問　

公
園
整
備
に
望
む
も
の
を
問
う
。

市
長
政
策
部
長　

今
回
整
備
す
る
公

園
は
、
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

市
民
が
計
画
か
ら
運
営
ま
で
参
加
す

る
意
識
の
醸
成
を
図
る
。
観
光
農
園

や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う

な
施
設
は
前
向
き
に
取
り
入
れ
、
観

光
農
園
に
つ
い
て
は
整
備
を
行
う
旧

豊
野
小
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺

エ
リ
ア
を
含
め
て
連
動
で
き
る
よ
う

な
計
画
も
検
討
す
る
。
ま
た
、
市
民

ニ
ー
ズ
が
高
い
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
な

ど
も
積
極
的
に
誘
致
し
、
魅
力
的
な

空
間
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
施
設
整
備

の
肝
と
な
る
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
民

間
事
業
者
を
発
掘
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
「
わ
ざ
わ
ざ
来
た
い
」「
何
度
で

も
来
た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
市

を
代
表
す
る
公
園
整
備
を
目
指
す
。

山
森

　悦
嗣

　議
員

熱
中
症
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て
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問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
本

市
の
被
害
予
想
を
問
う
。

市
民
部
長　

本
市
の
一
部
の
地
域
で

最
大
震
度
6
弱
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
数
を
問
う
。

市
民
部
長　

本
市
の
自
主
防
災
組
織

数
は
1
1
7
で
あ
る
。

問　

防
災
士
の
人
数
を
問
う
。

市
民
部
長　

令
和
5
年
3
月
現
在
で

88
人
で
あ
る
。

問　

防
災
士
資
格
取
得
の
助
成
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長　

他
市
町
村
等
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

問　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
部
長　

実
際
の
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
や
防
災
研
修
等
を
行
う
。

問　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
の

避
難
に
対
す
る
訓
練
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
部
長　

基
本
的
に
は
親
族
等
の

協
力
に
よ
る
。
毎
年
、
行
政
区
長
、
民

生
委
員
、
市
消
防
団
が
自
宅
訪
問
を

し
て
安
否
確
認
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

問
（
意
見
）　

防
災
の
ま
ち
宇
城
、

誰
も
取
り
残
さ
な
い
優
し
い
宇
城
市

と
な
る
た
め
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

ほ
し
い
。

空
地
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

市
内
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
政
策
部
長　
令
和
元
年
調
査
で
は
、

1
5
3
3
戸
と
把
握
し
て
い
る
。

問　
宇
城
市
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
結
果

を
問
う
。

市
長
政
策
部
長　
2
泊
3
日
の
ツ
ア
ー

は
応
募
が
な
く
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

日
帰
り
の
も
の
は
昨
年
度
に
6
回
実
施
。

引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

問　
本
年
度
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
た
（
過
料
10
万
円
）。
相

続
登
記
で
き
て
い
な
い
不
動
産
に
対
す

る
本
市
の
対
応
を
問
う
。

市
民
部
長　
広
報
紙
に
掲
載
し
、
法
務

局
の
チ
ラ
シ
を
納
税
通
知
書
の
送
付
時

に
同
封
し
て
い
る
。
登
記
名
義
人
が
宇

城
市
民
の
場
合
は
、
死
亡
届
出
後
の
手

続
き
来
庁
時
に
、
相
続
登
記
の
義
務
化

を
説
明
し
て
い
る
。

問　
本
市
へ
の
移
住
を
考
え
る
方
の
中

に
は
、
不
動
産
を
即
購
入
で
は
な
く
、

ま
ず
は
賃
貸
で
気
に
入
っ
た
ら
購
入
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
政
策
部
長　
空
き
家
利
用
希
望
者

の
う
ち
、
賃
貸
の
み
を
希
望
す
る
方
は

54
人
（
約
20
％
）。
登
録
空
き
家
の
う

ち
、
賃
貸
の
み
希
望
の
物
件
は
2
件

（
7
％
）
と
、
か
な
り
少
な
い
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
所
有
者
か
ら
物
件
を

一
旦
借
り
受
け
、
必
要
な
改
修
を
施
し

て
希
望
者
に
貸
し
付
け
る
仕
組
み
作
り

を
試
行
的
に
進
め
て
い
る
。

問
（
意
見
）　

お
試
し
で
も
本
市
に
住

ん
で
み
て
、
定
住
に
繋
が
れ
ば
あ
り
が

た
い
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
協
力
し
、

是
非
と
も
本
市
の
移
住
・
定
住
者
の
増

加
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。

農
作
物
へ
の
害
虫
・
害
獣
対

策
に
つ
い
て

問　

農
作
物
の
害
虫
・
害
獣
被
害
に

つ
い
て
問
う
。

経
済
部
長　

害
虫
は
様
々
な
種
類
が

お
り
、
米
、
野
菜
、
柑
橘
な
ど
多
く

の
作
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
対
象

農
産
物
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
県
、

Ｊ
Ａ
、
本
市
も
都
度
調
査
は
実
施
し

て
お
ら
ず
、
被
害
状
況
の
把
握
は
で

き
て
い
な
い
。
鳥
獣
被
害
は
合
計

5
2
1
5
万
円
。

問　

害
獣
の
被
害
予
防
の
助
成
に
つ

い
て
問
う
。

経
済
部
長　

国
の
補
助
金
を
利
用
し

た
侵
入
防
止
対
策
が
あ
る
。
受
益
農

家
3
戸
以
上
の
共
同
で
の
申
請
が
条

件
だ
が
、
共
同
申
請
が
難
し
い
場
合

は
、
市
独
自
で
補
助
率
1
／
3
、
上

限
10
万
円
の
補
完
制
度
が
あ
る
（
害

虫
は
対
象
外
）。

問　

害
獣
対
策
へ
の
助
成
は
あ
る
が
、

害
虫
の
被
害
防
止
の
助
成
に
つ
い
て

問
う
。

経
済
部
長　

防
除
は
生
産
者
個
人
の

判
断
。
地
域
で
防
除
基
準
に
も
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
助
成
に
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
（
意
見
）　

害
虫
被
害
が
離
農
率

を
高
め
て
し
ま
う
と
、
市
の
農
業
の

損
失
と
な
る
。
市
独
自
の
事
業
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
一
次
産
業
を

守
る
こ
と
は
食
と
命
を
守
る
こ
と
で

あ
る
。
是
非
と
も
前
向
き
に
検
討
し

て
ほ
し
い
。

村
上

　真
由
子

　議
員

防
災
に
つ
い
て
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問　

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
策
定
か
ら
約
2
年
半
が
経
過
し

た
。
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長　

8
月
1
日
現
在
の
制
度

利
用
者
は
、
成
年
後
見
94
人
、
保
佐

26
人
、
補
助
7
人
、
任
意
後
見
0
人
、

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
29
人
。
当

初
は
後
見
人
は
親
族
が
務
め
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は
20
％
以
下

で
あ
る
。

問　

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長　

今
年
度
か
ら
市
民
後
見

人
養
成
講
座
を
計
画
し
、
8
月
に
は

32
人
の
方
が
参
加
し
た
。
市
民
の
権

利
擁
護
確
立
に
向
け
て
、
市
民
後
見

人
の
育
成
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
認
定
に
つ
い
て

問
　
要
介
護
認
定
申
請
を
し
て
か
ら

結
果
が
出
る
ま
で
、
か
な
り
期
間
が

か
か
っ
て
い
る
と
の
相
談
を
受
け
る

が
、
本
市
や
他
市
の
現
状
を
問
う
。

福
祉
部
長　

認
定
ま
で
に
要
す
る
期

間
は
申
請
日
か
ら
30
日
以
内
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
令
和
5
年

度
実
績
は
新
規
認
定
が
41
・
3
日
、

更
新
申
請
が
49
・
8
日
か
か
っ
て
い

る
。
宇
土
市
で
は
、
新
規
申
請
38
・

9
日
、
更
新
申
請
43
・
1
日
。
美
里

町
で
は
、
新
規
申
請
35
・
8
日
、
更

新
申
請
36
・
4
日
。
期
間
は
本
市
よ

り
短
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
法
定
処

理
期
間
の
30
日
を
超
過
し
て
い
る
。

問　

長
く
期
間
を
要
す
る
原
因
と
体

制
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長　

昨
年
度
は
9
人
の
職
員

で
3
千
件
を
超
え
る
申
請
に
対
応
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
過
渡
期
に
サ
ー

ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
ず
、
心
身

の
状
態
が
悪
化
し
た
高
齢
者
の
増
加

が
申
請
件
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た

と
推
察
し
て
い
る
。
今
後
の
申
請
件

数
の
推
移
を
分
析
し
、
必
要
な
介
護

認
定
調
査
員
の
確
保
を
行
い
、
適
正

な
介
護
保
険
事
業
運
営
に
努
め
る
。

小
中
学
校
の
体
育
館
や
武
道

場
の
活
動
環
境
に
つ
い
て

問　

運
動
の
活
動
制
限
に
対
す
る
判

断
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

国
際
規
格
の
暑
さ
指
数

（
W
B
G
T
）
等
を
活
用
し
て
い
る
。

問　

構
造
の
違
い
や
立
地
条
件
の
違

い
に
よ
っ
て
、
活
動
環
境
に
差
が
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

小
川
中
学
校
の
武
道
場

は
2
階
に
配
置
さ
れ
、
1
階
よ
り
も

室
内
の
気
温
・
湿
度
と
も
に
高
い
た

め
か
、
体
育
館
1
階
ア
リ
ー
ナ
と
比

べ
て
も
室
内
温
度
が
高
い
。
扇
風
機

に
よ
る
強
制
換
気
な
ど
、
活
動
環
境

の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
室
内
環

境
の
改
善
が
非
常
に
厳
し
い
と
相
談

が
あ
っ
た
。

問　

建
物
の
構
造
や
位
置
の
条
件
に

よ
っ
て
、
教
育
環
境
の
確
保
が
難
し

い
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
る
が
、
対
策
を
問
う
。

教
育
部
長　

各
施
設
の
特
性
を
適
切

に
見
極
め
、
遮
光
対
策
や
強
制
換
気

を
は
じ
め
、
空
調
設
備
の
整
備
な
ど
、

必
要
に
応
じ
た
有
効
的
な
対
策
を
調

査
研
究
し
、
速
や
か
な
環
境
改
善
に

努
め
る
。

問　

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
公
役
に

対
す
る
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

地
元
住
民
が
郷
土
愛
を

持
っ
て
、
道
路
・
河
川
な
ど
の
清
掃
や

草
刈
り
、
そ
し
て
毎
年
6
月
の
市
民

環
境
美
化
運
動
な
ど
へ
の
協
力
に
大

変
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
は
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
各
地
域
に
お

け
る
公
役
に
お
い
て
も
、
地
元
行
政

区
で
も
実
施
で
き
な
い
箇
所
が
さ
ら

に
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

問　

市
民
環
境
美
化
運
動
の
現
状
に

つ
い
て
問
う
。

保
健
衛
生
部
長　

実
施
計
画
書
で
は
、

毎
年
参
加
者
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問　

行
政
区
が
県
や
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
場
所
の
清
掃
作
業
は
、
区
が

実
施
困
難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
市

か
ら
業
者
委
託
な
ど
の
変
更
が
で
き

る
の
か
。

土
木
部
長　

人
員
不
足
や
危
険
箇
所

等
で
受
託
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
行
政

区
か
ら
業
者
等
へ
の
委
託
先
の
変
更

は
可
能
。
土
木
部
土
木
課
へ
相
談
も

ら
え
れ
ば
適
切
に
変
更
す
る
。

四
海

　公
貴

　議
員

成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て

公
役
に
つ
い
て
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問　

熊
本
地
震
発
災
後
の
復
旧
・
復

興
事
業
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
は
ほ
ぼ

完
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
規
模

な
被
災
に
よ
る
中
長
期
避
難
者
の
生

活
の
質
を
、
い
か
に
平
時
同
様
に
保

つ
か
が
防
災
対
策
と
し
て
求
め
ら
れ

る
。
重
点
避
難
施
設
で
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
や
、
多
目
的
で
洋
式

化
し
た
ト
イ
レ
な
ど
の
対
応
が
ど
の

程
度
な
さ
れ
て
い
る
か
。

市
民
部
長　

小
中
学
校
の
避
難
所
施

設
で
の
多
目
的
ト
イ
レ
は
、
15
か
所

の
う
ち
小
学
校
体
育
館
8
か
所
が
未

設
置
。
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
は
、
小

学
校
体
育
館
で
3
か
所
が
未
設
置
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
施

設
は
、
小
学
校
体
育
館
で
5
か
所
。

日
奈
久
断
層
帯
で
の
発
災
の
場
合
は
、

避
難
者
の
長
期
滞
在
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
個
別
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ー
テ

シ
ョ
ン
等
に
よ
り
仕
切
り
を
行
う
こ

と
で
避
難
者
が
安
心
で
き
る
空
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま

た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
避
難
者

の
心
身
の
健
康
維
持
に
重
要
な
備
蓄

品
と
な
る
。
備
蓄
数
量
は
、
パ
ー
テ

シ
ョ
ン
1
3
0
か
所
分
、
パ
ー
テ

シ
ョ
ン
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
1
5
0
か
所

分
、
丸
型
テ
ン
ト
26
か
所
分
で
、
合

計
3
0
6
か
所
分
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
は
19
人
分
を
備
蓄
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
防
災
計
画
上
の
全
て
の
避

難
者
（
最
大
収
容
者
1
万
人
）
に
対

応
す
る
パ
ー
テ
シ
ョ
ン
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
を
行
う
こ
と
は
、

保
管
場
所
等
の
確
保
な
ど
で
困
難
。

他
市
町
村
の
状
況
や
取
組
を
参
考
に

し
、
災
害
協
定
で
の
調
達
も
視
野
に
、

備
蓄
品
の
整
備
の
調
査
研
究
に
取
り

組
む
。

問　

期
限
が
過
ぎ
た
備
蓄
食
料
を
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
災
害
に
対

す
る
教
育
と
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

市
民
部
長　

防
災
教
育
の
一
環
と
し

て
の
備
蓄
食
料
の
活
用
は
備
蓄
計
画

に
も
記
載
が
あ
り
、
食
育
と
し
て
の

経
験
や
防
災
意
識
の
高
揚
に
も
つ
な

が
る
取
組
と
考
え
る
。

教
育
部
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
な
ど
課
題
整
理
の
必
要
は
あ
る

が
、
災
害
時
の
実
践
的
な
教
育
活
動

と
し
て
取
り
入
れ
る
研
究
を
進
め
る
。

小
中
学
校
で
の
防
災
教
育
の
充

実
に
つ
い
て

問　

小
中
学
校
で
の
災
害
に
対
す
る

避
難
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長　
毎
年
4
月
に
防
災
に
つ
い

て
の
授
業
を
行
い
、
学
校
ご
と
に
年
に

複
数
回
の
避
難
訓
練
等
を
実
施
。

元
寇
7
5
0
周
年
事
業
に
つ

い
て

問　

鎌
倉
時
代
中
期
に
起
こ
っ
た
元

寇
か
ら
7
5
0
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
事
業
の
概
要
を
問
う
。

教
育
部
長　

長
崎
県
松
浦
市
長
の
呼

び
か
け
で
元
寇
所ゆ

か
り縁

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
発
足
し
、
本
市
は
竹
崎
季
長
所

縁
の
地
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
本

市
独
自
の
取
組
は
、
元
寇
7
5
0
年

記
念
企
画
展
を
本
年
12
月
中
旬
か
ら

来
年
1
月
下
旬
ま
で
不
知
火
美
術
館

で
開
催
す
る
予
定
。
内
容
は
元
寇
や

竹
崎
季
長
に
関
す
る
資
料
を
展
示
す

る
も
の
で
、
国
宝
蒙
古
襲
来
絵
詞
レ

プ
リ
カ
、
市
指
定
有
形
文
化
財
竹
崎

季
長
絵
詞
レ
プ
リ
カ
、
県
指
定
重
要

文
化
財
秋
岡
氏
所
蔵
文
書
、
松
浦
市

か
ら
借
用
し
た
元
寇
船
等
に
関
す
る

史
料
を
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

竹
崎
季
長
公
終
焉
の
地
で
あ
り
、

そ
の
墓
前
で
も
あ
る
平
原
公
園
の
名

称
を
「
元
寇
歴
史
平
原
公
園
」
に
変

更
す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
。

土
木
部
長　

先
例
で
は
、
条
例
に
よ

る
公
園
名
の
変
更
は
せ
ず
、
地
域
で

決
め
た
愛
称
と
し
て
使
用
す
る
手
法

を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
地
元

で
の
合
意
は
必
要
だ
が
行
政
手
続
は

不
要
。
土
木
部
都
市
整
備
課
に
御
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
、
公
園
台
帳
へ
の

記
載
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

へ
の
掲
載
や
関
係
機
関
へ
の
周
知
等

は
行
う
。
ま
た
、
市
設
置
の
案
内
板

や
看
板
も
、
現
予
算
内
で
速
や
か
に

修
正
す
る
。
た
だ
し
、
J
R
小
川
駅

ホ
ー
ム
内
の
看
板
は
、
J
R
の
新
た

な
費
用
負
担
に
よ
る
再
設
置
は
望
め

な
い
状
況
。
市
所
有
の
待
合
所
コ
ス

モ
ホ
ー
ル
へ
の
設
置
な
ら
ば
、
費
用

対
効
果
の
検
証
は
必
要
だ
が
検
討
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

福
田

　良
二

　議
員

日
奈
久
断
層
帯
で
の
発
災

時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
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◎
委
員
長

　
　
吉
良

　
邦
夫

○
副
委
員
長

　
　
田
中

　
美
君

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
等
の
決
算
審
査

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

７
会
計
全
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

7
会
計
の
議
案
を
分
科
会
ご
と
に

分
か
れ
て
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
文
教
分
科
会

委
員
長

　
坂
元

　
大
介

●
一
般
会
計
の
決
算

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
事

業
収
入
が
ほ
ぼ
伸
び
て
い
な
い
が
、

増
や
そ
う
と
い
う
思
い
は
あ
る
の
か
。

業
者
が
バ
ナ
ー
広
告
を
出
す
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
行
政
情

報
の
見
や
す
さ
を
優
先
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
づ
ら

い
場
所
に
バ
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

広
報
紙
の
広
告
収
入
は
伸
び
て
い
る

た
め
、
ま
ず
は
広
報
紙
に
注
力
し
、

そ
こ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
へ
と

つ
な
げ
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

〇
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
使
用
料

　
「
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
規
約
で
3

日
前
ま
で
の
予
約
と
い
う
決
ま
り
が

あ
る
の
か
。
施
設
の
有
効
活
用
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
、
空
い
て

い
れ
ば
利
用
は
で
き
な
い
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
施
設
の
管
理
は
、

平
日
の
夜
間
と
土
日
・
祝
日
は
日
直

が
対
応
し
て
い
る
。
急
な
申
込
み
は

日
直
の
手
配
が
難
し
く
な
る
た
め
、

3
日
前
ま
で
の
申
込
み
と
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
多
額
の
経
費
を
使
っ
て
建

設
し
た
施
設
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
の
役
割
が
90
％
以

上
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
3
6
5

日
使
用
で
き
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
間

で
あ
れ
ば
臨
機
応
変
な
対
応
を
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
人
件
費
が
必
要
で

あ
れ
ば
予
算
化
し
、
地
域
が
賑
わ
う

よ
う
な
施
設
の
運
用
を
検
討
し
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
時
間
外
勤
務
手
当

　
「
不
用
額
の
約
1
1
0
0
万
円
は
、

災
害
対
応
の
た
め
の
時
間
外
勤
務
手

当
と
解
釈
し
て
よ
い
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
、「
災
害
を
想
定
し
た
全
庁

的
な
時
間
外
勤
務
手
当
で
あ
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
職
員
の
避
難
所
及
び
災

害
対
応
業
務
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
不
用
額
が
発
生
し
た
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
サ
ー
ビ
ス

残
業
を
し
て
い
る
職
員
が
い
れ
ば
、

こ
の
残
っ
た
分
を
追
加
で
当
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
時
間
外
勤
務
は
、
管
理
職

が
予
算
の
執
行
状
況
を
見
な
が
ら
認

め
た
も
の
だ
け
行
っ
て
い
る
。
基
本

的
に
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
な
い
よ
う

全
庁
的
に
も
指
導
し
て
い
る
。
年
度

末
に
時
間
外
勤
務
手
当
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
補
正

予
算
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ま
ず
は
部

局
内
で
調
整
し
、
更
に
不
足
す
る
場

合
は
こ
の
災
害
対
策
等
の
予
算
か
ら

再
配
分
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　
「
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
が
13
サ
イ
ト
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
各
サ
イ
ト
の
割
合
は
。

ま
た
、
納
税
額
が
こ
こ
数
年
伸
び
悩

ん
で
い
る
が
、
伸
び
て
い
る
自
治
体

と
の
違
い
は
何
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
13
サ
イ
ト
の
う
ち
、
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
、
楽
天
、
さ
と
ふ
る
の

3
サ
イ
ト
で
9
割
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
他
10
サ
イ
ト
に
も
ユ
ー
ザ
ー
が

付
い
て
い
る
た
め
間
口
を
広
げ
て
い

る
。
ま
た
、
伸
び
て
い
る
自
治
体
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
柱
と
な
る
人
気

商
品
を
持
っ
て
お
り
、
米
、
肉
、
海

鮮
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
力
商
品
の

出
荷
が
6
〜
7
割
を
占
め
て
い
る
。

大
き
な
在
庫
を
持
つ
と
こ
ろ
を
探
す

U
KI-C

ITY A
SSEM

BLY REPO
RT

U
KI

-C
IT

Y 
A

SS
EM

BL
Y 

RE
PO

RT 決

算

審

査

特
別
委
員
会

審

査

報

告
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こ
と
が
課
題
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
I
C
T
支
援
包
括
提
携
事
業
委
託

　
「
英
語
の
4
技
能
検
定
業
務
を
含

め
て
3
項
目
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

数
年
経
過
し
、
支
援
が
始
ま
っ
た
頃

と
現
在
で
は
英
検
の
実
績
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
、「
英
検
で
言
え
ば
、
英
検

3
級
に
相
当
す
る
国
の
指
標
の
セ

フ
ァ
ー
ル
A
1
の
取
得
状
況
は
、

令
和
5
年
度
で
中
3
が
84
％
、
中
2

が
68
％
で
、
県
教
育
委
員
会
が
示
す

目
標
の
40
％
以
上
を
上
回
っ
て
い
る
。

英
語
力
に
は
様
々
な
測
り
方
が
あ
る

が
、
こ
の
検
定
結
果
を
子
供
た
ち
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
不
得
意
な
部

分
を
見
え
る
化
し
て
活
用
し
て
い

く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
効
果
が
出
て
い
る
と
評
価

す
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
経
常
収
支
比
率
の
悪
化

　
「
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
て
い

る
が
、
要
因
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
る
が
、
大

き
な
要
因
は
、
広
域
連
合
が
前
年
度

に
大
き
な
臨
時
的
事
業
を
行
っ
た
た

め
で
あ
り
、
こ
の
分
を
除
く
と
実
質

94
％
程
度
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
ま
た
、「
年
々
比
率
は
上

が
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
、
宇
城
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
も
含

め
て
、
本
市
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
予
算
レ

ベ
ル
で
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
事
業
費
は
約
90
億
円
程
度
、
旧

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
解
体
事
業
費

は
約
9
億
1
0
0
0
万
円
程
度
。
本

市
の
負
担
は
、
補
助
金
や
起
債
額
が

流
動
的
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は

確
定
し
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

●
奨
学
金
特
別
会
計
の
決
算

　
「
滞
納
額
の
現
在
の
残
高
と
滞
納

の
傾
向
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
滞
納
額
は
、
令
和
3
年
度
末
で

3
8
3
万
1
0
0
0
円
、
令
和
4
年

度
末
で
3
1
7
万
5
0
0
0
円
、
令

和
5
年
度
末
で
2
8
6
万
4
0
0
0

円
と
推
移
し
て
お
り
、
減
っ
て
き
て

い
る
。
当
該
年
度
の
現
年
度
分
の
未

収
額
は
20
万
〜
30
万
円
で
推
移
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

建
設
経
済
分
科
会

委
員
長

　
嘉
古
田

　
茂
己

●
一
般
会
計
の
決
算

〇
多
面
的
機
能
支
払
事
業
補
助
金

　
「
農
地
の
環
境
保
全
な
ど
の
た
め

大
切
な
事
業
で
あ
る
が
、
最
近
の
団

体
数
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
今

年
度
は
2
団
体
減
り
、
42
団
体
に

な
っ
た
。
令
和
4
年
度
か
ら
5
年
度

は
増
減
は
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、「
こ
の
2
団
体

が
や
め
ら
れ
た
理
由
は
」
と
の
質
疑

に
対
し
、「
地
区
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
事
務
の
煩
雑
さ
が
挙
げ
ら

れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、「
事
務
の
煩
雑
さ
を
解
消
す
る

た
め
に
土
地
改
良
区
に
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。
や
め

た
と
こ
ろ
の
受
け
皿
は
な
い
の
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
現
在
、
土
地

改
良
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
や

単
独
で
活
動
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

や
め
ら
れ
た
地
区
は
単
独
で
活
動
さ

れ
て
い
た
。
高
齢
化
や
事
務
が
煩
雑

と
の
理
由
で
活
動
を
躊
躇
し
て
い
る

地
区
も
多
い
た
め
、
組
織
の
広
域
化

を
推
進
し
、
活
動
組
織
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
は
活
動
組

織
の
広
域
化
に
向
け
、
土
地
改
良
区

等
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

○
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
委
託

　
「
有
害
鳥
獣
駆
除
の
従
事
者
が
高

齢
化
し
て
い
る
が
、
対
策
は
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
猟
友
会
の
方
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
農
地
を
守
る
た

め
に
、
農
家
の
方
に
も
猟
銃
免
許
を

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
免
許
を
取
得
す
る
に
は
費

用
が
か
か
る
。
補
助
は
あ
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
免
許
取
得
に

か
か
る
費
用
の
2
分
の
1
を
補
助
し

て
い
る
。
取
得
す
る
人
が
少
な
い
た

め
、
周
知
活
動
を
進
め
て
い
く
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
猟

銃
に
よ
る
駆
除
は
ど
う
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
、「
令
和
5
年
度
の
イ
ノ

シ
シ
成
獣
の
捕
獲
は
1
7
4
8
頭
、
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そ
の
う
ち
猟
銃
で
捕
獲
さ
れ
た
の
は

1
5
1
頭
で
あ
る
。
民
家
近
く
で
は

発
砲
で
き
な
い
の
で
、
猟
銃
に
よ
る

捕
獲
は
難
し
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

○
市
営
住
宅
の
改
修
・
解
体

　
「
市
営
住
宅
の
現
在
の
数
は
。
ま

た
、
今
後
の
計
画
戸
数
は
」
と
の
質

疑
に
対
し
、「
令
和
6
年
3
月
末
で

59
団
地
、
1
3
4
2
戸
で
、
こ
の
う

ち
9
1
9
戸
は
入
居
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
戸
数
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

宇
城
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
予
定
で
あ
り
、
市
内
の
人
口
予
測

や
所
得
水
準
等
を
勘
案
し
、
適
正
戸

数
を
算
出
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、「
解
体
に
よ
り
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
に
対
し
、
強

制
退
去
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
市
営
住
宅
は
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
の

た
め
、
強
制
退
去
は
考
え
て
い
な
い
。

建
て
替
え
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
他

の
団
地
へ
の
移
転
な
ど
を
補
償
費
を

支
払
っ
て
お
願
い
す
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

●
水
道
事
業
会
計
の
決
算

　
「
三
角
地
区
と
郡
浦
地
区
の
有
収

率
が
低
い
の
は
漏
水
が
原
因
で
あ
る
。

ま
た
、
水
道
台
帳
と
実
際
の
管
の
整

合
性
が
取
れ
て
お
ら
ず
、
ど
こ
か
ら

漏
水
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
箇
所

も
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
と
思
う
が
、

人
工
衛
星
を
使
用
し
た
漏
水
調
査
は

実
施
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ

だ
け
有
収
率
が
低
け
れ
ば
調
査
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
計
画
は
あ
る

の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
人
工

衛
星
を
使
用
し
た
漏
水
調
査
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
今
年
度
、
三
角
町

の
漏
水
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
来
年
度
は
、
市
全
域
で
人
工
衛
星

に
よ
る
漏
水
調
査
を
提
案
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

　
「
基
準
内
繰
入
金
の
限
度
額
は
あ

る
の
か
。
前
年
度
よ
り
も
繰
入
金
が

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
い
く
ら
で
も

い
い
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
基
準
内
繰
入
金
の
限
度
額
は
な
い
。

基
準
外
は
増
加
し
た
が
、
基
準
内
は

減
少
し
て
お
り
、
企
業
債
を
活
用
す

る
事
業
に
合
わ
せ
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
繰
り
入
れ
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
公
共
下
水
道
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
。
合
併
浄
化
槽
を
普
及
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
は
ど
う
す
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
こ
れ
以

上
の
設
備
投
資
は
考
え
ず
、
今
後
は

合
併
浄
化
槽
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
下
水
道
整
備
区
域
内
か
ら
外

れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の

拡
充
を
考
え
て
い
く
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。民

生
分
科
会

委
員
長

　
山
森

　
悦
嗣

●
一
般
会
計
の
決
算

○
防
災
行
政
無
線
保
守
点
検
業
務

　
「
防
災
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら
い
と

い
う
問
い
合
わ
せ
は
何
件
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
今
年
度
は
半
年
間
で
30
〜
40

件
程
度
あ
っ
た
。
対
策
と
し
て
は
、

現
地
調
査
を
行
い
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向

き
の
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
無
線
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
等
で
も
発
信
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
提
供
が
防
災

で
は
必
要
に
な
る
。
戸
別
受
信
機
の

配
布
は
検
討
し
て
い
る
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
、「
現
時
点
で
は
防
災
無

線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

○
防
犯
灯
L
E
D
交
換
工
事
費

　
「
何
台
の
防
犯
灯
を
L
E
D
に
交

換
し
た
の
か
。
ま
た
、
地
域
か
ら
の

要
望
に
よ
っ
て
新
た
に
設
置
す
る
可

能
性
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
1
0
0
台
の
交
換
を
行
っ
た
。

補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
30

メ
ー
ト
ル
以
上
の
離
隔
を
と
る
な
ど

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
予
算
の
範
囲

内
で
対
応
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

○
窓
口
業
務
の
業
務
委
託

　
「
民
間
事
業
者
に
業
務
委
託
を

行
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
部
署
の
職
員
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数
や
負
担
感
は
ど
う
な
っ
た
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
「
職

員
数
は
減
っ
た
。
窓
口
対
応
が
な
く

内
部
の
業
務
に
集
中
で
き
る
た
め
、

職
員
の
負
担
感
は
減
っ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
一
方
で
、
業
務
委
託
の
定

例
会
や
法
改
正
時
の
業
務
手
順
書
作

成
な
ど
の
業
務
が
発
生
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
熊
本
県
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金

　
「
申
請
者
数
が
想
定
よ
り
少
な
く

不
用
額
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

周
知
は
万
全
だ
っ
た
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
、「
予
算
は
多
め
に
見
積

も
っ
て
計
上
し
た
。
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
者
に
は
直
接
給
付
を
行
い
、

住
民
税
非
課
税
の
方
に
も
通
知
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
私
立
保
育
所
の
運
営

　
「
私
立
保
育
園
の
監
査
は
誰
が
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
県
と
本
市
の
職
員

で
実
施
し
て
お
り
、
施
設
内
部
の
事

項
や
運
営
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
保
育
園
等
の
現
場
で
働
い

て
い
た
職
員
も
監
査
に
同
行
し
た
方

が
保
育
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
う
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

　
「
民
生
委
員
の
な
り
手
が
不
足
し

て
い
る
と
思
う
が
、
民
生
委
員
が
い

な
く
な
っ
た
場
合
、
行
政
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
民
生
委

員
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
を
し
て
い
る
の
で
、
災
害
時
の
サ

ポ
ー
ト
が
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
相
談
先
が
減
少
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務

　
「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対
象
者
と

接
種
率
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
令
和
6
年
5
月

末
時
点
で
対
象
者
が
2
5
0
2
人
、

3
回
の
接
種
を
完
了
し
た
人
が

4
7
9
人
（
19
・
1
％
）、
1
回
以

上
接
種
し
て
い
る
人
が
6
5
7
人

（
26
・
3
％
）
で
あ
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
副
反
応
が
起

こ
っ
た
場
合
に
行
政
と
し
て
ケ
ア
で

き
る
予
算
は
計
上
さ
れ
て
い
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
予
防
接

種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
を
開
く
予

算
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
委
員
会

で
因
果
関
係
等
を
調
査
す
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

　
「
国
民
健
康
保
険
対
象
の
特
定
健

診
や
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
率
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
40
代
、
50
代
の
受
診
率
が
低

い
傾
向
が
あ
る
。
早
い
段
階
で
受
診

し
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
行
う
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
、
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
。
受
診
率
を
上
げ
る
よ
う
日
々

検
討
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
決
算

　
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
に
か
か
る
事
業
で

は
保
健
師
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
方
を
対
象
に
訪
問
し
て
い
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
レ
セ
プ

ト
や
健
診
の
デ
ー
タ
が
な
く
、
健
康

状
態
が
分
か
ら
な
い
方
を
中
心
に
訪

問
し
、
受
診
を
促
し
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算

　
「
介
護
給
付
費
準
備
基
金
額
が
増

加
し
て
き
て
い
る
。
受
益
者
負
担
の

原
則
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
介

護
保
険
事
業
運
営
の
た
め
に
は
基
金

を
貯
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も

あ
る
。
本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
今

後
、
介
護
保
険
料
が
急
激
に
上
昇
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
介
護
保
険
事
業

の
長
期
的
な
適
正
運
営
の
た
め
、
ま

た
、
市
の
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上

昇
を
避
け
る
た
め
に
も
、
あ
る
一
定

の
基
金
は
必
要
と
考
え
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
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議会改革アンケートの主な結果をお知らせします

　8月に行いましたアンケートでは、ご協力いただきました皆様方には厚く御礼を申し上げ
ます。これらの結果を踏まえ、より良い市民生活の実現と、変化の激しい社会経済情勢で
の課題解決に向け、より活発な議会活動に活かしていきたいと考えております。
　ここに載せたものは回答の主なものです。詳細については議会のホームページに掲載し
ております。

・　調査対象：18歳以上の宇城市民の中から行政区長ほか無作為抽出

・　対象者数：1,450人【（行政区長176人）＋（一般市民1,274人）】

・　調査方法：郵送、回収箱への投函またはオンラインによる調査

・　調査時期：令和6年8月5日～8月31日

・　回答数：488人（回収率：33.7％）

※注意※
●　本年6月に行政区長から議長宛てに議員定数についての要望書が提出されたため、行政

区長に対しては一般市民の方とは別に依頼・集計しています。
●　回答は、各質問に対する回答を単純集計しています。
●　円グラフの構成比率（％）は、全て小数点以下第1位を四捨五入しています。そのため、

構成比率の合計が100％にならないことがあります。

ҹۋᆋἻᠪـἿἻὛ૓ͤ᢮ἿֻۃὀϱἱἹ৩ἕ὏ἪἜẪếᝍ௝ۂጆפỀΏ

��
��

��

���

��

���

��

���

��

���

��

��

٠ҽๅृͫ͜Ͳͺਫ਼׈Ͳ͘͵͏ ٠ҽ͗ՁΝ͢ͱ͏Ζ͹͖Κ͖Δ͵͏

મڏඇ༽͗સֻࣙ෴Ͳͺ༽қͲ͘͵͏ ճऀۊΌͳ͹ྈཱི͗ೋ͢͏

٠ҽͶ͵ΖͳՊଔ΍஭໪͠ΗΖ͹Ͳɼ
ՊଔͶෝ୴͖͖͗Ζ

ड़ࢊʀүࣉΏՊଔ͹ղޤͳ͹ྈཱི͗ೋ͢͏

໯˺ໝਁЈίׅሉૠᵑᵓᵎʴὸ

ᘍ૎ғᧈίׅሉૠᵏᵑᵖ ʴὸᴾ



宇城市議会だより21

ἓἻἰἝᠪϜὕᠪـἼಓরἪ὜ἤἹὀϱἸἪἜẪếᝍ௝ۂጆפỀΏ

���

���

��

���

��

���

��
��

��

���

�

��
��

��
��

��

੕ͶൕӫͤΖ͞ͳࢤΝ೼Ѵ͢ݡ຿͹қࢤ Ζ͞ͳͤࢻ੕͗నਜ਼ͶӣӨ͠Ηͱ͏Ζ͖؄ࡔߨ͹ࢤ

Ζ͞ͳͤݶΝཱིҌʀ఑ࡨ຿͹ཤӻͶ͵Ζ੕ࢤΏࢤ ٠ճๅࠄճʀқ׷ިݡճΝ֋ͤ࠷Ζ͞ͳ

٠ճ׈ಊΏܨඇΝ੷ۅదͶޮනͤΖ͞ͳ ճ٠͹ϧ΢ϔഓ৶

ঘָߏʀ஦ָߏʀ߶ߏ΃͹
ड़઴࠴ߪΏໝ٘٠ճʤकگंݘүʥΝ͑͞ߨͳ

ͨ͹ଠ

ᘍ૎ғᧈίׅሉૠᵏᵑᵖʴὸ ໯˺ໝਁЈίׅሉૠᵑᵓᵎʴὸ

क͵ޜқݡͺ࣏͹Ϙʖζ΃

Ⴒ۝ẩࠟ܆इᠪϜἿᠪࠪـ௝ὀ ṜṜ αἸἪẪἤἿα௝ὣἺ἗৩ἕ὏ἪἜẪΏ

�ਕ����
΍ͮͳଡ͚ͱ΍Γ͏

��ਕ�����
য়ͲΓ͏ݳ

��ਕ�����
΍ͮͳঙ͵͚ͱΓ͏

�ਕ����
Κ͖Δ͵͏

੕ۢௗʤյ౶ं਼���ਕʥߨ

��ਕ����
΍ͮͳଡ͚ͱ
΍Γ͏

���ਕ�����
য়ͲΓ͏ݳ

���ਕ�����
΍ͮͳঙ͵͚ͱΓ͏

��ਕ�����
Κ͖Δ͵͏

ໃࡠҟபड़ʤյ౶ं਼���ਕʥ



次回の令和６年第４回定例会は12月開会予定です。
詳細は議会事務局（電話：３２－２１００）にお問い合わせください。
　議場は新館３階にあります。事前予約は不要です。

議会を傍聴しませんか

再生紙を使用しています 印刷／シモダ印刷株式会社

傍聴席から見る議場 傍　聴　席

あなたが議会や議員に期待することは何ですか。（その他の御意見）
●　宇城市独自の魅力的で他の自治体がしてないような少しぶっ飛んだ政策で他の自治

体や市民を驚かせて欲しいです！
●　子供が少ないので、子供を安心して産めるような環境作り。
●　選挙が必要。定数減が必要。
●　議会を夜または土日に開催して、会社勤めの人でも傍聴できるようなシステムを考

えてください。支持した議員さんはもちろん他の議員さんがどれほどの活動をされ
ているのかもっとすぐに解りやすい方法（広報、TV放映、ライブ配信等）を積極
的に示してほしい。緊張した議会であるのかを知りたい。

●　議会報告会・意見交換会だと意見を出しにくい。学生、子育て世代はその場に赴く
ことさえ難しい。座談会のような形で気軽に話ができる雰囲気で民意を吸い上げて
ほしい。

●　女性議員がもう少し増えることを望みます。
●　仕事と議員の両方されている方が多いと思いますが、それで議員としてすぐに対応

ができるのでしょうか？議員一本で活動されておられる方は素晴らしいと思います。
●　若い人が議員になってほしい。
●　一部地域の代表ではなく市全体を俯かん的に把握して活動してほしい。
●　費用対効果の薄い過疎地域にも意識を傾けてほしい。
●　今の議員さんはやりたいことがあって議員になられたと思うので公約とかをちゃん

と実現してほしい。
●　仕事場が少ないため若者が町から出ていく。企業誘致に力を入れてほしい。
●　議員定数が減になると過疎地の要望が取り上げられにくい。
●　議員は市の行財政を勉強し議会に望んでほしい。
●　会派を超えて物事に取り組んでほしい。
●　議会活動報告を各議員最低年2回以上は広報紙等で公表すること。視察等に行った

ら、必ず各議員報告書を作成し、市民に成果を公表すること。もっと市民の声を聞
き集めること。


